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論文内容要旨
【目的】近年，歯科用インプラントは予知性の高い治療法として広く普及しつつあるが，その一方，症
例数の増加に伴い，リスクの高い患者への手術も多くなり，インプラント周囲炎による骨吸収等により，
インプラントの撤去を余儀なくされる症例も増加傾向にある。そこで本研究では，インプラントを撤
去することなく，生体内でインフラント表面の再活性化処理を行う手段を検討するために，様々な条
件で再活性化処理を行った純チタン製円板を擬似体液 (SBF) に漫漬し，アパタイト形成量を比較する
ことにより，より患者への負担の少ない低侵襲リカバリ一法の可能性を検討することを目的とした。
【試料および方法】純チタン製円板 35 枚に対し，アルカリー加熱処理を行った後，ラット由来線維芽
細胞株である Rat-1 細胞の培養を行いサブコンフルエントに達したところで， LPS (Lipopolysaccharide) 
を添加し炎症環境を作った状態で，さらに 2 週間の培養を行った。チタン板は超音波洗浄により表面
に付着した細胞除去が行われた後，下記の 5 条件にて各 5 枚ずつ再活性化処理が行われた。
( 1M-NaOH, 400C 1 時間
( O.01M-NaOH, 400C 1 時間
( O.0001M-NaOH, 400C 1 時間
( 1M-NaOH, 400C 15 分
( 1M-NaOH, 400C 5 分
上記の 5 条件の他に，細胞培養後の再活性化処理なし群，アルカリー加熱処理のみ群についても検
討を行い， SBF に 7 日間浸漬後のチタン円板表面のアパタイト形成について比較検討を行った。
【結果】再活性化処理なし群および、低濃度の O.OOO1M-NaOH (400C , 1 時間)にて再活性化処理を行っ
た群では，両群ともチタン円板表面にアパタイト形成が認められなかった。その一方， 400Cにて 1 時間，
より高濃度の 1M-NaOH および、 O.01M-NaOH にて再活性化処理を行った群では共にアパタイトの形成
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が認められた。また， 1M-NaOH に濃度を統ーした実験では，処理時間に関わらず，全ての群でアパタ
イト形成が認められたが，処理時間が 60 分， 15 分， 5 分と短くなるに従い，アパタイト形成が疎に
なる傾向が認められた。
【結論]インプラントを撤去することなく，生体内でインプラント表面を再活性化処理し，再生的な治
療を行う手段を確立するために，様々な条件で再活性化処理を行った純チタン製円板を SBF に浸漬し，
アパタイト形成量の比較検討を行った。本研究の結果，一定の再活性化処理条件を満足すれば，生体
内にてインプラント表面の再活性化処理が可能であることが示唆された。
審査結果要旨
近年，歯科インプラント治療は広く普及しつつあるが，その一方，症例数の増加に伴い， リスクの
高い患者への手術も多くなり インプラント周囲炎による骨吸収等により インプラントの撤去を余
儀なくされる症例も増加傾向にある。本論文は，そのような症例への対処法として，インプラントを
撤去することなく生体内でインプラント表面の再活性化処理を行う方法を開発することを念頭に，様々
な条件で再活'性化処理を行った純チタン製円板を擬似体液 (SBF) に浸漬し アパタイト形成量を比較
することにより，患者への負担の少ない低侵襲リカバリ一法の可能性を検討することを目的としたも
のである。
純チタン製円板 35 枚に対し，アルカリー加熱処理を行った後，ラット由来線維芽細胞株である
Rat-1 細胞の培養を行い，サブコンフルエントに達したところで， LPS (Lipopolysaccharide) を添加し，
炎症環境を作った状態で さらに 2 週間の培養が行われた。チタン板は超音波洗浄により表面に付着
した細胞除去が行われた後，次の 5 条件:① 1M-NaOH， 400C 1 時間，② O.OlM-NaOH， 400C 1 時間，
③ 0.0∞O∞01M-判aOH， 40oC 1 時間，④ 1M-NaOH， 40oC 15 分，⑤ 1M-NaOH， 400C 5 分にて，各 5 枚ずつ
再活性化処理が行われた。
上記の 5 条件の他に，細胞培養後の再活性化処理なし群，アルカリー加熱処理のみ群も加え， SBF 
に 7 日間浸漬後のチタン円板表面のアパタイト形成について比較検討を行っている。
再活性化処理なし群および、低濃度の O.OOOlM-NaOH (40 0C , 1 時間)での再活性化処理群では，両
群ともチタン円板表面にアパタイト形成が認められなかった。一方， 400Cにて 1 時間，より高濃度の
1M-NaOH および O.OlM・NaOH にて再活性化処理を行った群では共にアパタイトの形成が認められた。
また 1M-NaOH に濃度を統ーした実験では，処理時間に関わらず，全ての群でアパタイト形成が認めら
れたが，処理時間が 60 分， 15 分， 5 分と短くなるに従い，アパタイト形成が疎になる傾向を認めている。
本論文では，上記のように様々な条件で再活性化処理を行った純チタン製円板を SBF に浸漬し，ア
パタイト形成量の比較検討を行ったところ，一定の条件を満足すれば，適切な再活性化処理となること
が示された。すなわち生体内にてインプラント表面の再活性化処理が可能であることが示唆した。本
研究は，インプラントを撤去することなく，生体内でインプラント表面を再活性化処理し，再生的な
治療を行う手段を確立するために大きな貢献を果たすものである。よって，本論文は博士(歯学)に
相応しいものと判断する。
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